
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山村漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル 米価下落による運転資金の対応      ＪＡ名 いわて花巻（岩手県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

米価下落による減収により資金繰り支援が課題となった。 

生産資材等の決済および翌年の安定した経営を維持・支援することを目的に無利

息の運転資金を創設しました。 

 

 

 

 

２ 概要 貸出先：ＪＡ等に出荷実績のある組合員等 

資金使途：水稲経営の維持に必要な運転資金 

貸出利率：無利子（農林中央金庫より０．５％利子補給） 

貸出期間：貸出日から３年以内 

貸出形式：証書貸付または手形貸付 

貸出限度：ＪＡ出荷申出数量または出荷数量に６０ｋｇあたり前年の概算金と比

較し品種ごとの下落額を乗じた額を限度とする。 

償還方法：元金均等償還（毎月払い・年１回払い）、期日一括払い 

保証担保：原則農業信用基金協会保証、無担保 

保証料 ：保証料相当額をＪＡにて助成 

３ 成果 

（効果） 

肥料・農薬代等の精算にかかる資金および翌年の生産にかかる資材購入資金の確

保ができた。 

平成２６年１１月４日～平成２７年３月３１日において、貸付先３５２件、 

３６６，９５７千円の実績。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

米価下落により運転資金が確保できない状況が継続すれば、離農する生産者の増

加が懸念される。 

ＪＡの販売努力による生産者の所得増大と生産者のコスト削減、消費拡大等、総

合的な改善が求められます。 

 

 

 


